
  

【
作
者
】
柳
川
滄
洲
（
一
六
六
六
～
一
七
三
一
年
）（
寛
文
六
年
～
享
保
十
六
年
）・
江
戸
時
代
前
期-

中
期
の
儒
者
。
摂
津
高
槻(

大
阪
府)

の
人
。
京
都
の
木
下
順
庵
に

ま
な
び,

師
に
し
た
が
っ
て
江
戸
に
ゆ
き,

室
鳩
巣(

む
ろ-

き
ゅ
う
そ
う),
新
井
白
石
ら
と
ま
じ
わ
る
。
の
ち
京
都
で
柳
川
震
沢(

し
ん
た
く)

に
師
事
し,

柳
川
姓

を
つ
ぐ
。
の
ち
本
姓
の
向
井
に
復
し
た
。
享
保(

き
ょ
う
ほ
う)

十
六
年
一
月
二
十
九
日
死
去
。
六
十
六
歳
。
名
は
三
省
。
字(

あ
ざ
な)

は
子
魯,

魯
甫
。
通
称

は
小
三
次
。 

 


